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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
京
都
ニ
ッ
ト
健
康
保
険
組
合
の
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
依
然
と
し
て
そ
の
脅
威
が

衰
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、
国
内
外
に
お
い
て

「
混
乱
」「
危
機
」「
異
変
」
と
い
う
言
葉
が
飛

び
交
う
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
、

32
年
ぶ
り
の
円
安
を
記
録
す
る
な
ど
経
済
環

境
も
厳
し
さ
を
増
し
、
景
気
後
退
と
物
価
上

昇
が
同
時
に
起
こ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
懸
念
が
議
論
さ
れ
る
場
面
さ
え
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
全
般
に
目
を
向
け
れ
ば
、

令
和
3
年
度
の
決
算
見
込
み
は
8
年
ぶ
り
に

８
２
５
億
円
の
赤
字
と
な
り
、
令
和
4
年
度

は
一
旦
２
１
０
０
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す

が
、
高
齢
者
拠
出
金
と
保
険
給
付
費
の
増
加

に
よ
り
令
和
5
年
度
は
再
び
１
７
０
０
億
円

の
赤
字
と
な
る
見
込
み
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
1
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
保
険

組
合
に
と
っ
て
明
る
い
事
は
、
昨
年
10
月
健

康
保
険
組
合
全
国
大
会
が
3
年
ぶ
り
に
約

４
千
人
の
関
係
者
が
集
結
、
健
康
保
険
法
制

定
１
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年
と
な
る
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
を
支
え
、
皆
保
険
を

守
る
健
保
組
合
で
あ
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
、
全
世
代
で
支

え
合
う
制
度
へ
の
転
換
」「
国
民
が
身
近
で
信

頼
で
き
る
〝
か
か
り
つ
け
医
〞
の
推
進
」「
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
に
よ
る
医
療
の
効
率
化
・

質
の
向
上
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
よ
る
医
療
の
効
率
化
・
質

の
向
上
」「
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
保
健

事
業
の
更
な
る
推
進
」
の
4
つ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
な
ど
を
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
８
０
０
万
人
と
い
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
世
代
」
全
員
が
75
歳
以
上
。
つ
ま
り

後
期
高
齢
者
と
な
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」

が
目
前
に
迫
る
な
か
、
大
変
心
強
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
医
療
保
険
財
政
に
と
っ
て
厳
し

い
状
況
は
引
き
続
き
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
当

組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
被
保
険
者
及
び

ご
家
族
の
皆
様
の
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た

め
、
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
事
業
運
営
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
皆
様
方
に
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
祈
願
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長  

田
中
康
裕
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理

事

長

田
中

康
裕
キ
ッ
プ
ス
㈱

常

務

理

事

古
川

淳
一
東
京
都
ニ
ッ
ト
健
康
保
険
組
合

選

定

理

事

百
瀬

勇
一
百
瀬
繊
維
㈱

〃

樋
口

勝
平
樋
口
繊
維
工
業
㈱

互

選

理

事

芦
田

博
彰
㈱
ア
シ
ダ
ニ
ッ
ト

〃

塚
越

孝
弘
オ
ー
ベ
ク
ス
㈱

選
定
議
員
（
監
事
）

荻
田

祥
史
㈱
東
京
オ
ギ
タ

選

定

議

員

小
倉

大
典
㈱
小
倉
メ
リ
ヤ
ス
製
造
所

〃

福
山

正
恵
㈱
フ
ク
ヤ
マ

〃

矢
野

正
一
郎
㈲
勝
山
口
織
工
場

〃

丸
山

卓
也
佐
藤
莫
大
小
㈱

互
選
議
員
（
監
事
）

井
関 

 
 

透
オ
ー
ベ
ク
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

互

選

議

員

楢
原

雅
也
㈱
ナ
ラ
ハ
ラ
ニ
ッ
ト

〃

國
分

博
史
㈱
和
興

〃

宮
島

公
一
ホ
ッ
ト
マ
ン
㈱

〃

南
木

健
宏
㈱
ア
ー
テ
ス

健
康
保
険
組
合
職
員
一
同

新年のお慶びを
申し上げます
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※料金は各医療機関で異なります。

当健康保険組合への手続きは不要

当健康保険組合への手続きは不要

補助金申請

院内接種

出張接種

実施期間：令和4年10月１日～
令和5年１月31日

補助内容：2,000円

〒130-0014
東京都墨田区亀沢1-7-3　3階
東京都ニット健康保険組合　宛

●

●

令和4年度も、インフルエンザ予防接種補助事業を実施いたします。
補助を受ける方法としては、予防接種を受けた費用を健康保険組合に請
求する「補助金申請」、東振協との契約による「院内接種」、「出張接種」
の方法があります。下表をご参照のうえ、いずれかの方法を選択して申
請の手続きをお願いします。

自由に医療機関を選択して、
直接予約・接種を受ける。

２事業所ごとに請求書に領収書の
コピーを添付し、令和5年2月末日
までに健康保険組合に請求。

３事業所の口座に補助金が振り込
まれる。

当日、組合負担金2,000円を差し
引いた金額を支払う。

組合負担金2,000円を差し引いた
金額を支払う。

※領収書は、接種者の氏名の記載さ
れたものまたは接種者の氏名が記載
されていないものは当健康保険組
合で示した様式とする。

※領収書には一人当たりの単価を記
入。

※支払方法は予約の際確認してく
ださい。

当
健
康
保
険
組
合
に
直
接
申
請

東
振
協
と
の
契
約
に
よ
る

事業所に医
療スタッフ
を派遣して
もらい接種
する方法

東振協契約
医療機関で
接種する方
法

費用を立て
替え、後日、
組合に請求
する方法

被
保
険
者
／
被
扶
養
者

被
保
険
者
／
被
扶
養
者

被
保
険
者

被
扶
養
者

※年度１回。但し小学生以下については
年度2回まで。

※接種費用が2,000円以下の場合は、
実費を限度とする。

※居住地の市区町村での助成がある場
合、自治体の助成を受けた後に自己
負担された接種費用については、健
保補助申請の対象とする。

※その際、当健康保険組合の保険者番
号の入力が必要です。

１東振協ホームページから医療機関を
選択し、電話で予約。

１上欄の方法で東振協ホームページ
より利用申込書と名簿をダウンロー
ドする。

２上記URLより利用券をダウンロード
する。

２事前に医療機関に申込書・名簿を送
付する。

３接種当日、利用券・保険証を持参し
（コピー不可）、接種を受ける。

１接種当日、全額費用を支払い、
領収書を受け取る。

申請の種類 対象者 補助金の請求・受給予約・申込

インフルエンザ予防接種費用
助成について

の

No.160 4



　当組合で実施している健康診断は以下のとおりです。下表のうち、該当す
る健診コースをお申し込みください。健康診断はあなたの健康を映し出す鏡
です。年に一度は必ず受診して、早期発見と重症化予防に努めましょう。
※直接契約の医療機関につきましては、当組合のホームページをご参照ください。

～年に一度は健康診断を受けましょう～

※1 各種健診より簡易的な項目のみ。
※2 医師が必要と判断した場合のみ実施。
※3 標準は超音波検査です。
※4 子宮頸部検査です。

★　 婦人検査のみの受診はできません。A2コースへの追加は有料。
　   Bコース・人間ドックへの追加は無料。
★ 未受診項目がある場合も、一部負担金の減額はございません。
★ コース外のオプションを追加した場合は全額自己負担です。
★　 年度内（4月～翌年3月末）に健診補助は1回です。重複された場合
は、全額自己負担の請求をいたします。

注 意

健診コース内容　（東振協契約）
健診コース名 生活習慣病 A2 生活習慣病 B 人間ドックD1 特定健診 E
対象年齢 全年齢対象 35 歳以上 35 歳以上 40 歳以上
一部負担金 1,000 円 4,000 円 20,000 円 無料
①問診 ● ● ● ●
②視力 ● ● ● ●
③聴力 ● ● ●
④身長・体重 ● ● ● ●
⑤腹囲 ● ● ● ●
⑥血圧測定 ● ● ● ●
⑦検尿 ● ● ● ●
⑧胸部 X 線 ● ● ●
⑨血液検査 ● ● ● 〇※ 1
⑩心電図 ● ● ● ※ 2
⑪貧血 ● ● ● ※ 2
⑫胃部 X 線 ● ●
⑬便潜血 ● ●
⑭眼底検査 ●
⑮眼圧検査 ●
⑯腹部超音波 ●
⑰乳房検査 （＋ 500円）〇※ 3 〇※ 3 〇※ 3
⑱子宮検査 （＋ 500円）〇※ 4 〇※ 4 〇※ 4

※詳しい内容につきましては、組合ホームページをご参照ください。

（http://www.knitkenpo.jp）

東振協
契約
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当組合が
保有する

東京都ニット健康保険組合（以下「当組合」という。）におきましては、被保険者やその家族（以下「加入者」という。）からいた
だいた各種届出や申請書などに記載されている個人情報、医療機関等を受診された際に、医療機関等から当組合に請求される
「診療報酬明細書（以下「レセプト」という。）」に記載されている個人情報、健康診断を受けられた際の健診結果数値等の個人情
報を基に、個人情報データベースを作成し、以下のような健康保険事業に利用いたします。
当組合の個人情報の利用目的は、大きな意味では、健康保険法に定める「加入者の業務災害以外の疾病、負傷若しくは死亡また

は出産に関する保険給付を行う」ことを目的とし、「加入者の健康の保持増進のために必要な事業を行う」こととなります。
しかしながら、健康保険組合は、レセプトや健診データなど医療情報やその他の個人情報を数多く取り扱っており、加入者の
強い信頼を必要とする事業に該当し、厚生労働省が示したガイドラインにおいて、より詳細で限定的な目的とすることが望ま
しいこととされております。
したがって、当組合においては、個人情報の利用目的や利用方法について、次のように公表いたします。 

個人情報の利用目的の公表について個人情報個人情報個人情報個人情報個人情報個人情報個人情報個人情報ののののの利用目的利用目的利用目的利用目的利用目的利用目的利用目的利用目的ののののの公表公表公表公表公表公表公表公表についてについてについてについてについて個人情報の利用目的の公表について

1. 被保険者等に対する保険給付に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・保険給付及び付加給付の実施
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・高額療養費及び一部負担金還元金等の自動払い
・第三者行為に係る求償業務の外部委託
・第三者行為に係る損保会社等への求償
・健康保険組合連合会の高額医療給付の共同事業
・療養費（柔道整復師に係る請求分）の給付データ処理の外部委託
2. 保険料の徴収等に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・被保険者資格の確認並びに標準報酬月額及び標準賞与額の把握
・健康保険料、介護保険料の徴収
・被扶養者の認定
・健康保険被保険者証、高齢受給者証の発行
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・被保険者等資格等のデータ処理の外部委託
・算定基礎届、賞与支払届に係る被保険者データの提供
3. 保健事業に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・健康の保持･増進のための健診、保健指導及び健康相談、体
育奨励事業

【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・保健指導、健康相談に係る産業医への委託
・医療機関への健診の委託
・本人の同意に基づく健診結果の事業者への提供
・健診データ処理等の外部委託
・被保険者等への医療費通知
・被保険者等への広報誌等の配布
・契約スポーツ施設等の利用に伴う契約先への利用者情報の提供
・各種大会・イベント等の実施に伴う業務委託先への参加者情
報の提供
・契約保養システム利用に伴う業務委託先への利用者情報の提供
・健康保険組合連合会主催の共同事業
・（一社）東京都総合組合保健施設振興協会の共同事業
・保健事業の事業実施に係る委託
4. 診療報酬の審査･支払に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・診療報酬明細書（レセプト）等の内容点検･審査
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・レセプトデータの内容点検･審査の委託
・レセプトデータの電算処理のためのパンチ入力、画像取込み
処理の委託

5. 健康保険組合の運営の安定化に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・医療費分析 ・疾病分析

【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・医療費分析及び医療費通知に係るデータ処理等の外部委託
・ジェネリック医薬品の通知に係るデータ処理等の外部委託
６．健診データを共同利用する者の利用目的について
被保険者の中長期的な生活習慣病の予防のため、各種健診等に
ついて事業主と一体で共同推進することにより、健診事後の
フォロー並びに受診勧奨など、双方の健康管理事業の効率化及
び充実を図り、リスク保持者に対して適切なアプローチを実施
することを目的とします。

匿名加工情報の作成及び第三者提供について
個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号）では、
個人情報を使用して匿名加工情報を作成して当該匿名加工情報
を第三者に提供するときは、匿名加工情報に含まれる個人に関
する情報の項目及びその提供方法について公表することとされ
ております。
この度、東京都ニット健康保険組合では、以下の通り匿名加工
情報を作成し、第三者へ提供させていただきます。
提供に当たっては、個人情報保護に基づき、個人が特定されな
い形で匿名加工情報を作成しておりますので、ご了承ください
ますようお願いいたします。
※匿名加工情報とは、個人情報を加工して、通常人の判断をもっ
て、個人を特定することができず、かつ、加工する前の個人情
報へと戻すことができない状態にした情報のこと。
1. 匿名加工情報に含まれる個人情報に関する情報の項目
・性別
・生年月
・医療保険の資格情報（加入時期、脱退時期、本人・家族区分等）
・診療報酬請求書の情報
・健診・保健指導の情報
2. 匿名加工情報の提供方法
・セキュリティが担保された電子的な手段または配送サービス   
を用いて提供

【問い合わせ先】
東京都ニット健康保険組合　総務課　TEL03－3626－1400
7. その他
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・健康保険組合の管理運営業務のうち、業務の維持･改善のた
めの基礎資料
・健康保険組合の管理運営業務に係る記録資料
・適正な経理事務の執行
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・業務の適正処理のための照会または回答（保険者間の情報交換
等）
・第三者行為求償事務において、保険会社･医療機関等への相
談又は届出等

・弁護士等への業務相談
8. 特定個人情報
番号法第 19 条第 7 号において定められた他の医療保険者又は
行政機関（「他機関」という。）との情報連携における利用目的
【組合の事務処理執行の為、他機関より情報を受ける場合】
・傷病手当金、高額療養費等保険給付審査事務に係る給付情報等
・高齢受給者負担区分判定等に係る課税･非課税情報
・被保険者資格取得事務に係る他機関における資格情報
・被扶養者認定事務に係る課税･非課税、住民票関係情報等
【他機関の事務執行の為、組合が情報を提供する場合】
・高額療養費、出産、葬祭関連給付等、他機関の給付事務に係
る組合における保険給付関連情報
・資格取得、被扶養者認定等、他機関の資格確認事務に係る組
合における資格取得、被扶養者資格関連情報

　また、当組合の個人情報について、次のように保存管理、廃棄･
消却などを行います。

（1） 各種届出、申請書類、レセプト等の紙に記載された個人情
報については、入力処理が終わった際、当組合の文書管理規
程に則り、規程保存年数まで倉庫に保存し、確認等の必要が
ある時以外は保管場所から持ち出さないこととします。
　　また、紙以外の媒体による個人情報については、紙以外
の媒体による保存に係る運用管理規程に則り、適正に保存
管理を行います。

（2） 規程の保存年数を経過した個人データや処理が終わり不要
となった個人データについては、紙の書類は読み取れない大
きさに裁断し、大量個人データの廃棄については、業者に委
託し、溶解処理を行います。
　　また、パソコンや磁気媒体の廃棄についても、データ消去
ソフトによってデータが読み取れないようにして、廃棄また
はリース返却します。
　　なお、当組合が保有する個人情報については、当組合が実
施する健康保険事業以外には用いません。 

個人情報保護に関する基本方針（プライバシーポリシー）
　東京都ニット健康保険組合は、加入者個人に関する情報（以下「個人情報」といいます。）を適切に保護する観点から、以下の方針で個人
情報を取り扱います。

個人情報の保護について、関係する法令、通知及び規程等を遵守します。
取得した個人情報については、適切な安全措置を講じることにより、漏えい、紛失、毀損又は個人情報への
不正なアクセスを防止することに努めます。
個人情報は、加入者の健康の保持･増進など加入者にとって有益と思われる目的のためのみに使用します。
また、個人番号については、「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律」（以下「番号法」という。）で定められた利用範囲において特定した利用目的でのみ利用します。
個人情報は利用目的の範囲内でのみ使用し、あらかじめ加入者の同意を得ている場合及び利用目的を遂行す
るために業務を委託する場合を除き、第三者に提供いたしません。また、個人番号をその内容に含む個人情報
（以下「特定個人情報」という。）については、本人の同意の有無にかかわらず、番号法に定める場合を除き、提
供いたしません。ただし、特定個人情報でない個人情報について、次の各号に該当する場合は、加入者の事前
の同意を得ることなく、加入者の個人情報を第三者に提供することがあります。
（1）法令の定めに基づく場合
（2）人の生命、身体又は財産の保護のために必要であって、加入者の同意を得ることが困難である場合
（3）公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために必要であって、加入者の同意を得ることが困難

である場合
（4）国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して

協力する必要がある場合であって、加入者の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすお
それがある場合

個人情報取扱責任者を選任するとともに、職員に対し個人情報保護に関する教育啓蒙活動を実施し、個人
情報の適切な管理に努めます。
業務委託する場合については、より個人情報の保護に配慮したものとし、業務委託契約を締結する際には、
業務委託の相手としての適格性を十分審査するとともに、委託先の適正な管理及び監督を行います。
加入者が、自己の個人情報の開示、照会、修正、削除等を希望される場合、関係法令及び関係規程等により適
正に対応します。
本基本方針の内容は継続的に見直し、常に最善となるよう努めます。
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当組合が
保有する

東京都ニット健康保険組合（以下「当組合」という。）におきましては、被保険者やその家族（以下「加入者」という。）からいた
だいた各種届出や申請書などに記載されている個人情報、医療機関等を受診された際に、医療機関等から当組合に請求される
「診療報酬明細書（以下「レセプト」という。）」に記載されている個人情報、健康診断を受けられた際の健診結果数値等の個人情
報を基に、個人情報データベースを作成し、以下のような健康保険事業に利用いたします。
当組合の個人情報の利用目的は、大きな意味では、健康保険法に定める「加入者の業務災害以外の疾病、負傷若しくは死亡また

は出産に関する保険給付を行う」ことを目的とし、「加入者の健康の保持増進のために必要な事業を行う」こととなります。
しかしながら、健康保険組合は、レセプトや健診データなど医療情報やその他の個人情報を数多く取り扱っており、加入者の
強い信頼を必要とする事業に該当し、厚生労働省が示したガイドラインにおいて、より詳細で限定的な目的とすることが望ま
しいこととされております。
したがって、当組合においては、個人情報の利用目的や利用方法について、次のように公表いたします。 

個人情報の利用目的の公表について個人情報の利用目的の公表について

1. 被保険者等に対する保険給付に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・保険給付及び付加給付の実施
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・高額療養費及び一部負担金還元金等の自動払い
・第三者行為に係る求償業務の外部委託
・第三者行為に係る損保会社等への求償
・健康保険組合連合会の高額医療給付の共同事業
・療養費（柔道整復師に係る請求分）の給付データ処理の外部委託
2. 保険料の徴収等に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・被保険者資格の確認並びに標準報酬月額及び標準賞与額の把握
・健康保険料、介護保険料の徴収
・被扶養者の認定
・健康保険被保険者証、高齢受給者証の発行
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・被保険者等資格等のデータ処理の外部委託
・算定基礎届、賞与支払届に係る被保険者データの提供
3. 保健事業に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・健康の保持･増進のための健診、保健指導及び健康相談、体
育奨励事業

【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・保健指導、健康相談に係る産業医への委託
・医療機関への健診の委託
・本人の同意に基づく健診結果の事業者への提供
・健診データ処理等の外部委託
・被保険者等への医療費通知
・被保険者等への広報誌等の配布
・契約スポーツ施設等の利用に伴う契約先への利用者情報の提供
・各種大会・イベント等の実施に伴う業務委託先への参加者情
報の提供
・契約保養システム利用に伴う業務委託先への利用者情報の提供
・健康保険組合連合会主催の共同事業
・（一社）東京都総合組合保健施設振興協会の共同事業
・保健事業の事業実施に係る委託
4. 診療報酬の審査･支払に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・診療報酬明細書（レセプト）等の内容点検･審査
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・レセプトデータの内容点検･審査の委託
・レセプトデータの電算処理のためのパンチ入力、画像取込み
処理の委託

5. 健康保険組合の運営の安定化に必要な利用目的
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・医療費分析 ・疾病分析

【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・医療費分析及び医療費通知に係るデータ処理等の外部委託
・ジェネリック医薬品の通知に係るデータ処理等の外部委託
６．健診データを共同利用する者の利用目的について
被保険者の中長期的な生活習慣病の予防のため、各種健診等に
ついて事業主と一体で共同推進することにより、健診事後の
フォロー並びに受診勧奨など、双方の健康管理事業の効率化及
び充実を図り、リスク保持者に対して適切なアプローチを実施
することを目的とします。

匿名加工情報の作成及び第三者提供について
個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号）では、
個人情報を使用して匿名加工情報を作成して当該匿名加工情報
を第三者に提供するときは、匿名加工情報に含まれる個人に関
する情報の項目及びその提供方法について公表することとされ
ております。
この度、東京都ニット健康保険組合では、以下の通り匿名加工
情報を作成し、第三者へ提供させていただきます。
提供に当たっては、個人情報保護に基づき、個人が特定されな
い形で匿名加工情報を作成しておりますので、ご了承ください
ますようお願いいたします。
※匿名加工情報とは、個人情報を加工して、通常人の判断をもっ
て、個人を特定することができず、かつ、加工する前の個人情
報へと戻すことができない状態にした情報のこと。
1. 匿名加工情報に含まれる個人情報に関する情報の項目
・性別
・生年月
・医療保険の資格情報（加入時期、脱退時期、本人・家族区分等）
・診療報酬請求書の情報
・健診・保健指導の情報
2. 匿名加工情報の提供方法
・セキュリティが担保された電子的な手段または配送サービス   
を用いて提供

【問い合わせ先】
東京都ニット健康保険組合　総務課　TEL03－3626－1400
7. その他
【健康保険組合等の内部での利用に係る事例】
・健康保険組合の管理運営業務のうち、業務の維持･改善のた
めの基礎資料
・健康保険組合の管理運営業務に係る記録資料
・適正な経理事務の執行
【他の事業者等への情報提供を伴う事例】
・業務の適正処理のための照会または回答（保険者間の情報交換
等）
・第三者行為求償事務において、保険会社･医療機関等への相
談又は届出等

・弁護士等への業務相談
8. 特定個人情報
番号法第 19 条第 7 号において定められた他の医療保険者又は
行政機関（「他機関」という。）との情報連携における利用目的
【組合の事務処理執行の為、他機関より情報を受ける場合】
・傷病手当金、高額療養費等保険給付審査事務に係る給付情報等
・高齢受給者負担区分判定等に係る課税･非課税情報
・被保険者資格取得事務に係る他機関における資格情報
・被扶養者認定事務に係る課税･非課税、住民票関係情報等
【他機関の事務執行の為、組合が情報を提供する場合】
・高額療養費、出産、葬祭関連給付等、他機関の給付事務に係
る組合における保険給付関連情報
・資格取得、被扶養者認定等、他機関の資格確認事務に係る組
合における資格取得、被扶養者資格関連情報

　また、当組合の個人情報について、次のように保存管理、廃棄･
消却などを行います。

（1） 各種届出、申請書類、レセプト等の紙に記載された個人情
報については、入力処理が終わった際、当組合の文書管理規
程に則り、規程保存年数まで倉庫に保存し、確認等の必要が
ある時以外は保管場所から持ち出さないこととします。
　　また、紙以外の媒体による個人情報については、紙以外
の媒体による保存に係る運用管理規程に則り、適正に保存
管理を行います。

（2） 規程の保存年数を経過した個人データや処理が終わり不要
となった個人データについては、紙の書類は読み取れない大
きさに裁断し、大量個人データの廃棄については、業者に委
託し、溶解処理を行います。
　　また、パソコンや磁気媒体の廃棄についても、データ消去
ソフトによってデータが読み取れないようにして、廃棄また
はリース返却します。
　　なお、当組合が保有する個人情報については、当組合が実
施する健康保険事業以外には用いません。 

個人情報保護に関する基本方針（プライバシーポリシー）
　東京都ニット健康保険組合は、加入者個人に関する情報（以下「個人情報」といいます。）を適切に保護する観点から、以下の方針で個人
情報を取り扱います。

個人情報の保護について、関係する法令、通知及び規程等を遵守します。
取得した個人情報については、適切な安全措置を講じることにより、漏えい、紛失、毀損又は個人情報への
不正なアクセスを防止することに努めます。
個人情報は、加入者の健康の保持･増進など加入者にとって有益と思われる目的のためのみに使用します。
また、個人番号については、「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律」（以下「番号法」という。）で定められた利用範囲において特定した利用目的でのみ利用します。
個人情報は利用目的の範囲内でのみ使用し、あらかじめ加入者の同意を得ている場合及び利用目的を遂行す
るために業務を委託する場合を除き、第三者に提供いたしません。また、個人番号をその内容に含む個人情報
（以下「特定個人情報」という。）については、本人の同意の有無にかかわらず、番号法に定める場合を除き、提
供いたしません。ただし、特定個人情報でない個人情報について、次の各号に該当する場合は、加入者の事前
の同意を得ることなく、加入者の個人情報を第三者に提供することがあります。
（1）法令の定めに基づく場合
（2）人の生命、身体又は財産の保護のために必要であって、加入者の同意を得ることが困難である場合
（3）公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために必要であって、加入者の同意を得ることが困難

である場合
（4）国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して

協力する必要がある場合であって、加入者の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすお
それがある場合

個人情報取扱責任者を選任するとともに、職員に対し個人情報保護に関する教育啓蒙活動を実施し、個人
情報の適切な管理に努めます。
業務委託する場合については、より個人情報の保護に配慮したものとし、業務委託契約を締結する際には、
業務委託の相手としての適格性を十分審査するとともに、委託先の適正な管理及び監督を行います。
加入者が、自己の個人情報の開示、照会、修正、削除等を希望される場合、関係法令及び関係規程等により適
正に対応します。
本基本方針の内容は継続的に見直し、常に最善となるよう努めます。
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個人情報の第三者への提供
について同意のお願い

個人情報の第三者への提供
について同意のお願い

　個人情報保護法では、個人情報取扱事業者（当健康保険組合）は、あらかじめ本人の同意を得な
いで、個人情報を第三者に提供してはならないとされていますが、個人情報の通常必要な利用目的
のうち、加入者にとって利益となるもの、または事業者側の負担が膨大であるうえ、「明示的」な同意
を得ることが必ずしも加入者本人にとって合理的であるとはいえないものについては、あらかじめ公
表しておいて加入者から特段明確な反対・留保の意思表示がないものについては、「黙示の同意」が
得られたものとして取り扱ってよいこととされています。
　当組合では、以下の事項につきその趣旨に該当するものといたしますので、加入者の皆様の同意
をお願いいたします。同意されない場合には、書面にて当組合までお申し出ください。お申し出がな
い場合には同意していただいたものとさせていただきます。

●医療費通知について、世帯分をまとめて被保険者本人に通知すること。またその通知は事業主を経由
して行うこと。

●ジェネリック医薬品使用促進通知について、被保険者・被扶養者宛に通知すること。

●外傷傷病名での受診に伴う確認通知について、世帯分まとめて被保険者本人に通知すること。

●柔道整復師（接骨院・整骨院）で受診に伴う確認通知について、世帯分まとめて被保険者宛てに通知す
ること。

●「高齢者の医療の確保に関する法律」により特定健診・特定保健指導が義務付けられたことに伴い、健
診結果から特定保健指導が必要とされる方に対し、当組合が委託する保健指導機関による特定保健指
導を、事業主を経由して実施すること。

●健康保険法に基づき、重症化予防・生活習慣改善等を目的として当組合が委託する保健指導機関に
よる保健・栄養指導を事業主経由で実施すること。

　また、個人情報の第三者提供に関して、次の４項目については例外として本人の同意を得る必
要はないとされています。

1法令に基づく場合。

2人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難で
あるとき。

3公衆衛生の向上または児童の健全な育成のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが
困難であるとき。

4国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が、法令の定める事務を遂行することに対し
て協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障をきたす恐れ
があるとき。
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ジェネリック
医薬品

　ジェネリック医薬品は新薬と同じ有効成分を使っているので、効果も安全性の面でも信頼できます。ジェネリッ
ク医薬品の特徴を理解したうえで、家計費の軽減や医療費の節約もできるジェネリック医薬品をご活用ください！

　生活習慣病など、慢性の病気で毎日、長く使う薬は、一度の
差額が小さくても、年間の差額は大きくなります。

※先発医薬品（新薬）の特許が切れていない医薬品にジェネリック医薬品はありません。
※まれですが、薬によっては自己負担額が新薬より高くなる場合や、差が出ない場合もあります。

　新薬と効き目は同等と国から認め
られ、安全性も確認済みです。

　多くは新薬の 7割
から 2割程度です。
　新薬より開発期間
が短く、費用が抑え
られているため、安
く提供されています。　品質は保ちつつ、味やにお

い、形状などを変えて使いやす
くなっているものもあります。

安心 価格

改善・改良

　去る10月18日、健保連（健康保険組合連合会）
は、東京・丸の内国際フォーラムで、令和4年度健康
保険組合全国大会を開催しました。
　「健康保険法制定100年」と題して開催された今
回の大会では、「現役世代の負担軽減、全世代で支
え合う制度への転換」「国民が身近で信頼できる『か
かりつけ医』の推進」「オンライン資格確認などICT
化の推進による医療の効率化・質の向上」、「健康寿
命の延伸に向けた保健事業の更なる推進」の4つの
スローガンを掲げた決議が全健康保険組合の総意と
して採択されました。

健康保険法制定100年   これからも健康を支え、
皆保険を守る健保組合であるために

令和 4 年度　健康保険組合全国大会が開催されました
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ニットけんぽ 掲 示 板

新

旧

280,000円

280,000円

令和５年度
（令和５年４月分保険料から）

令和４年度
（令和５年３月分保険料まで）

新旧 年度 上限標準報酬月額

任意継続被保険者の

　任意継続被保険者の標準報酬月額は、健康保険法第
47条により、原則的にその人の退職時の標準報酬月額
か、当組合の前年度の平均標準報酬月額（令和4年9月
30日現在）のいずれか低い方にて決定いたします。令
和4年度の上限標準報酬月額は、表のとおりです。 

のお知らせ上限標準報酬月額
令和5年度

ニットけんぽ　第160号　令和5年1月17日発行
発行：東京都ニット健康保険組合　／東京都墨田区亀沢1-7-3　TEL 03(3626)1400（代）  FAX 03(3626)8230　

事業所数 被保険者数 被扶養者数 平均標準報酬月額

278件 7,478 人 3,572 人 272,152 円

保険料調定額 保険給付費 高齢者医療拠出金 介護拠出金

200,021千円 120,500千円 92,208千円 23,444千円

組 合 事 業 状 況 （令和4年11月分） 　新年あけましておめでとうございます。
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　この冬は、コロナウイルス・インフルエ
ンザの両方に注意を払いながら新年をお迎えのこ
とと思います。
　当健康保険組合では、今年も「皆様の健やかな
毎日を送るお手伝い」を使命として事業運営を展
開して参ります。皆様におかれましても、年に一
度の健診を受診され、健診結果や特定保健指導の
機会を活用され、適切な食生活や運動習慣を身に
つけ、必要に応じて「かかりつけ医」と連携しな
がら、ご自身とご家族の健康管理を心がけていた
だきますよう、お願い申し上げます。

あとがき

帰宅時や調理の前後、トイレの後など、
小まめに手洗いを。
流水で手を洗った後、
せっけんで洗う。

鼻から顎までを隙間がないように覆う。外すときは表
面に触れないようにして、ゴムひもをつまんで外す。

室内のウイルスを減らすため、定期的
に換気を。2カ所開けて空気の流れを
つくるのがポイント。

高齢者や持病のある人、妊娠中の人など重症化リスク
の高い人は、人混みへの外出を控える。

十分な睡眠、バランスのとれた食事など、基本的な健
康管理でウイルスに負けない体づくりを。

十分に水で流し、ペーパータオルなどで拭き
取って乾かす。

小まめな手洗い マスクを正しく着用

定期的な換気

人混みを避ける

日々の健康管理

①手のひら・指の腹面
②手の甲・指の背
③指の間（側面）と股
　（付け根）
④親指と親指の付け根
　のふくらんだ部分
⑤指先
⑥手首の内側・
　側面・外側


